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旨要の目h-e-内文論
本論文は、機器分析にわける波形情報の実用的な処理法およびその処理装置に関する研究をまとめ
5 章より成り立っている。たものであり、
緒論においては、本研究と従来のこの分野にわける研究との関係を述べるとともに、着眼点と目的
を明らかにしている。
第 1 章では機器分析データに含まれる雑音の平滑化に実用上最も有効と考えられる数値フィルタ
の特性解析を行ない、その結果を性能評価図としてまとめている。これらの性能評価図から、数値フ
ィルタを高精度・高能率に使用するための実用的な最適パラメータの設定法が示されており、実際に
遠赤外分光データの平滑化処理に適用して、その有用性を明確にしている。また、従来最も多く使用
されている RC フィルタとの定量的な性能比較を行なった結果についても述べている。
第 2 章では数値フィルタリングを実施するために考案試作したアナログ型およびハイブリッド型の
平滑化処理装置について詳述している。重み付き移動平均型数値フィルタの演算に必要な時間遅れ要
素にはアナログ・テープレコーダあるいは小型磁気ドラム記憶装置を用い、それぞれ独特なアクセス
法を試みている。
第 3 章では機器分析データの前処理として特に波形処理に重点、をおいて考案試作した汎用性のある
ハイブリッド型波形処理装置について述べている。設計上留意されている点は装置の構成を複雑にす
S/N 改善、波形分離および分解能向上等のることなく処理能力が単能にならないこと、すなわち
一連の波形処理を可能にすることである。本章では試作装置をその処理能力の一部である、数値フイ
改善処理を例にとり詳述してい
第 4 章においては上記の波形処理装置を、重畳した波形を各個成分に分離する波形分離の処理に適
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S/N ルタリング、積算平均法 (CAT) およびそれらの併用による
る。
用している。本処理法では波形分離の過程に人間の優れたパターン認識力をも活用する特徴ある方式
を試み、各種機器分析データに適用した結果について述べてある。
最後の第 5 章では有限の分解能により歪みを受けた波形より真の信号波形を復元するためのデイ
コンボリューションの処理法に関する研究結果を述べている。波形処理の中でも最も困難な問題を含
むディコンボリューションの操作に反復逐次近似法を採用することにより、上記の試作波形処理装置
を有効に活用している。処理例としては赤外吸収スペクトルの分解能向上および歪みを受けた波形を
修正し、真の吸収帯を可能な限り復元した結果を示している。また実験詳細のほか、装置関数の測定
誤差による影響について行なった昔干の検討結果についても述べている。
論文の審査結果の要旨
分析機器の出力波形を処理して精度を改善したり、測定時間を短縮することは単に化学分析の分野
だけでなく、広く計測の分野において重要な課題のひとつである。
本論文においてはまず出力波形の SjN を改善するため有力な手段と考えられる加重移動平均型数
値フィルタリングの詳細な理論的研究を行ない、これに基づ、いて測定曲線を 5 次までの多項式により
高精度で処理可能な平滑化および微分処理装置をアナログおよびハイブリッド方式により試作し良好
な結果を得ている。アナログ方式では磁気テープをメモリとして用い、特殊方式を用いて雑音レベル
を十分低下させている。ハイブリッド方式では磁気ドラムメモリを用い本装置に適切なアクセス法を
工夫している。
次に、上記の平滑化と微分処理のほかに積算による SjNの改善、波形歪の補正(分解能改善も含
む)、 2 種の出力比の計算、ならびに波形分離およびこれらの組合せ処理などを高精度で行なうことの
できる汎用処理装置の試作に成功している。この際マルチチャネル型波型発生器なども独自の方式で
自作し、上記装置と併用している。
以上の研究結果は、分析機器の出力に対して通常必要と考えられる種々の波形処理を小型で、安価な
装置を使用して実時間で行なうことを可能にしたもので、単に機器分析の精度向上や時間短縮に有効
であるだけでなく応用分野も広く、この方面の工学の進歩に寄与するところが多く、博士論文として
価値あるものと認める。
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